国内最大級のメガソーラー発電計画 by 科学技術動向センター & 科学技術動向研究センター
科 学 技 術 動 向　2008年 12月号
6
　2008 年 10 月 20 日、川崎市と東京電力（株）は共同で、川崎市臨海部に合計出力約 2 万 kW の太陽光
発電所を建設するメガソーラー計画を発表した。2011 年度の運転開始を目指し、川崎市浮島地点に出
力約 7,000kW、扇島地点に出力約 13,000kW の太陽光発電所を建設する。一般需要家向けの太陽光発
電所としては国内最大級であり、年間約 2,100 万 kWh の発電電力量、年間約 8,900t の CO2 排出量削
減効果を見込んでいる。電力業界では 2020 年度までに全国約 30 地点、約 14 万 kW のメガソーラー発
電所建設を計画している。今後、将来の大規模な自然エネルギーの導入を見据え、電力貯蔵技術など
も含めた系統安定化技術の検討・開発・実施を産学官で進めることが望まれる。
トピックス 3　国内最大級のメガソーラー発電計画
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扇島太陽光発電所（仮称）完成予想図
　2008 年 10 月 20 日、川崎市と東京電力㈱は共
同で、川崎市臨海部に合計出力約 2 万 kW の太陽光
発電所を建設するメガソーラー計画を発表した 1）。
メガソーラーとは、発電出力 1,000kW 以上の太陽
光発電を指す。
　この計画では、2011 年度運転開始を目指し、川
崎区浮島町の廃棄物埋立処分地に出力約 7,000kW
の浮島太陽光発電所（仮称）を、川崎区扇島に出力
約 13,000kW の扇島太陽光発電所（仮称；図表）
を建設する。これら２発電所の合計出力は約 2 万
kW となり、一般需要家に電力供給する太陽光発
電所としては国内最大級となる。年間発電電力量
は、一般家庭約 5,900 軒分に相当する約 2,100 万
kWh を、これによる CO2 排出量削減効果は、年間
約 8,900t を見込んでいる。
　川崎市は、「カーボン・チャレンジ川崎エコ戦略」
として地球温暖化対策を進めており、公共施設への
太陽光発電設備の設置や住宅用太陽光発電設備の設
置補助などを行っている。この計画を契機として、
今後新エネルギーの導入・普及啓発などの取り組み
を一層強化する。浮島町には太陽光発電などの普及
啓発活動を行う PR 施設も合わせて設置する。
　一方、電力業界では、太陽光発電設備の導入が
2007 年度末で 4,250kW と小規模に留まっていた
が、2009 年度までに約 4 万 kW の建設に着手し、
2020 年度までに全国約 30 地点、約 14 万 kW のメ
ガソーラー発電所を建設する計画を発表している。
これにより、約 7 万 t の CO2 排出量を削減する 2）。
　このようなメガソーラー計画は、太陽光発電の
普及拡大に貢献するとともに、量産効果により太
陽電池パネルの価格低減に繋がることも期待され
ている。太陽光発電推進のためには、大規模太陽
光発電所の運転・保守の実績や、天候・日射量な
ど気象条件の変化に伴う電圧・周波数変動が電力
系統に与える影響などの知見が、広く公表される
ことが必要である。それらの知見に基づき、将来
の大規模な自然エネルギーの導入を見据え、電力
貯蔵技術なども含めた系統安定化技術 3）の検討・
開発・実施を産学官で進めることが望まれる。
　なお、現在世界には 2 万 kW 以上の太陽光発
電所が 15 プラントあり、最大規模はスペイン
Olmedilla 発電所の 6 万 kW である。
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